
【フロンティアスクール用中間報告書様式 （中学校用）】
都道府県名 兵 庫 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

三日月町立三日月中学校

１年 ２年 ３年 計 教員数障害児学級

学級数 １ ２ １ ０ ４
１２

生徒数 ２９ ４７ ３７ ０ １１３

Ⅱ 研究の概要
１ 研究主題

個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善

２ 研究内容と方法
(１)実施学年・教科

○１・３年生数学(少人数指導：生徒の理解度に差が出やすい教科であるため)
○２年生数学(Ｔ・Ｔ指導：生徒の理解度に差が出やすい教科であるため)
○１・２年生英語(Ｔ・Ｔ指導：生徒の理解度に差が出やすい教科であるため)
○３年生英語(少人数指導：生徒の理解度に差が出やすい教科であるため)

(２)年次ごとの計画

平 ○テーマ
成 学力差が拡大しやすい教科において、個に応じたきめ細かな指導を推進するこ

とにより、基礎的・基本的内容の確実な定着を図る。14
年 ○仮説

、 、度 ・生徒個々の特性や興味・関心に応じた 多様な学習活動を展開することにより
、 、 。個性の伸長が図れるとともに 生徒の自己決定能力 自ら学ぶ力を育成できる

・少人数授業や同室複数指導の中での個に応じたきめ細かな指導により、わかる
授業を展開し、基礎学力の定着を図ることができる。

○研究の内容・方法
①学習指導面での工夫
・数学において、基礎・基本の確実な習得を図るための教材を工夫する。
・数学・英語において、個人カルテを作成し、個に応じた指導の充実を図る。
・小集団編成については、学習内容も考慮し、年度途中に組みかえる。

②評価方法の工夫
・各学期末に生徒や保護者から意見を聴取する。
・他校の実施状況を調査し、本校の推進方向の改善資料とする。
・単元ごとに評価規準の作成をすすめ、共通理解をし指導にあたる。
・観点別学習状況の評価、評定の工夫改善を行う。

平 ○テーマ
成 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図るために、指導方法、評価の工夫改善

を研究する。15
年 ○研究の見通し
度 ・学習目標を明確にし、評価規準の設定と評価規準に基づく評価を行うことで、

生徒の学習する目的や努力の成果が分かり、学習意欲や基礎学力が向上する。
・少人数授業やＴ・Ｔ指導を通して、学習指導の工夫・改善による、個に応じた

、 、きめ細かな指導と分かる授業を展開することにより 生徒の学習意欲が高まり
基礎的・基本的内容の定着を図ることができる。

○研究の内容・方法
・研究のテーマ、方針、内容の確認と研究体制の確立
・生徒の学力調査
・各教科の単元ごとの評価規準の作成
・各教科ごとの自己評価表、教師評価表の作成
・各教科の絶対評価の評価方法の統一
・各教科の個に応じた分かる授業の実施（少人数授業・Ｔ・Ｔ指導、選択教科）
・生徒、保護者へのアンケート実施



平 ○テーマ
、 、成 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図り 考える力を身に付けさせるために

個に応じた指導のための指導方法・指導体制、評価の工夫改善、教材の工夫開発16
年 を研究する。
度 ○研究の見通し

・学習目標を明確にし、評価規準の設定と評価規準に基づく生徒の学力の評価を
生かした指導を行うことで、生徒の学習する目的や努力の成果が分かり、学習
意欲や基礎学力が向上する。
・少人数授業やＴ・Ｔ指導を通して、学習指導の工夫・改善、教材の工夫・改善
による、個に応じたきめ細かな指導と分かる授業を展開することにより、生徒
の学習意欲が高まり、基礎的・基本的内容の定着と自ら考える力の育成を図る
ことができる。

○研究の内容・方法
・研究のテーマ、方針、内容の確認と研究体制の確立
・生徒の学力調査、前年度との比較検討
・各教科の単元ごとの評価規準の見直し
・各教科ごとの自己評価表、教師評価表の見直し
・各教科の絶対評価の評価方法の改善、評価と指導の一体化の工夫
・各教科の個に応じた分かる授業の実施（少人数授業・Ｔ・Ｔ指導）
・考える力を育てる教材の工夫開発

(３)研究体制

○「フロンティアスクール」推進委員会を組織し、研究責任者を校務分掌に位置づけて研究
をすすめる。

○全校の課題として位置づけ、研究責任者を中心に、全教職員で取り組む。
○数学科と英語科を中心に、全教科で生徒の学力や学習状況を調査、把握し、個に応じた教
材や指導方法の工夫改善を研究する。

◇平成１５年度の研究体制
授業研究部 指導方法・指導体制の研究、授業・教材の研究、

評価規準の作成、評価と指導の一体化の研究など
研究推進委員会

調査研究・広報部 生徒の実態把握、調査アンケートの作成、
啓発・広報活動、ホームページの作成

Ⅲ 平成１５年度の成果及び今後の課題
１．研究の成果

・一人一人の生徒に目が届き、生徒の学習状況や理解度などを具体的に把握できた。
・個別指導の時間が確保でき、個にあった具体的で丁寧な支援が行えた。
・ゆとりある個別指導の中で学習の雰囲気づくりが進み、生徒の質問機会も増え、
生徒と教師の人間関係づくりが一層進み、学習指導、生徒指導が効果的に行えた。

・数学：進んで質問をする生徒が増えた。
グループ活動では、全ての生徒が自分の考えを出し合えた。

・英語：英語の問いに文章で答えようとする生徒が増えた。
・アンケートより

（生 徒 （平成１５年７月実施） 単位：％）
①「あなたはどの授業形態が一番よいと思いますか 」。

数学１年 数学３年 英語３年
一斉授業 １３．８ １０．８ ２．７
ハーフサイズ ７５．８ ７５．６ ５９．５
どちらとも言えない １０．４ １３．６ ３７．８

②「分かりにくいところを質問していますか 」。

よく質問する 時々質問する ほとんど質問しない
４４．２ ５５．２ ２．６



③「基本問題は、自分でできますか 」。
１年生 ２年生 ３年生

ほぼできる ６２．１ ３９．３ ５９．４
難しい時がある ３７．９ ６０．７ ４０．６

（保護者 （平成１５年１１月実施） 単位：％）
①「１年生と３年生で、少人数授業を実施していることをご存じですか 」。

よく知っている 少しは知っている あまり知らない 全く知らない
４３ ５２ ５ ２

②「少人数授業によって、お子さんの学習意欲に変化はありましたか 」。

やる気が出た わらない その他やる気が出て好きになった
５ ２７ ６４ ４

③「お子さんの授業内容の理解に変化はありましたか。

分かりやすくなった あまり変わらない その他
２９．４ ６２．１ ８．５

２．今後の課題

○学習意欲の向上をめざして
・生徒の自己評価と教師評価表を見直し、つまずきの早期発見と指導の充実を図る。
・単元テスト後の、個別指導を充実させ学習習慣をさらに定着させる必要がある。
・少人数授業やＴ・Ｔ指導を中心とした生徒への関わりを充実させる。
○個に応じた指導の充実をめざして
・少人数授業の利点を生かし、学力を伸ばす学習形態や授業方法の工夫・研究を進める。
・個々の生徒の学力を高めるため、より意欲的な学習集団の編成を工夫する。
・様々な生徒のニーズに応えるため、教師自らの研修を深める。
・少人数の取り組みの成果を全教科での取り組みに拡大する。

Ⅳ 学力把握のための学校の取組について

・ 標準テスト」を１年（国、数 、２年（国、数、英）実施し、生徒個々および学年の「 ）NRT
実態を把握・分析し、指導に生かしている。

・単元テスト実施時に達成状況等を把握・分析し、授業や個別指導に生かしている。
・少人数授業に関する生徒アンケートを実施し、成果と課題を分析検討している。

Ⅴ フロンティアスクールとしての成果の普及について

・校内授業研究会（平成１５年６月１１日）
郡内小・中の参加者とともに、数学と英語の授業研究をおこなった。

・中間発表会（平成１５年１１月２８日）
西播地区の参加者とともに、個に応じた指導の充実を図るための研究協議をおこなった。

・学校参観日
少人数授業やＴ・Ｔの授業を公開し、保護者への啓蒙を図った。

・ホームページを作成し、学校の様子を知らせた。
・教育課程研究会（平成１５年８月２２日）
西播地区教育課程研究会において、実践研究を発表した。



◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。

【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 ■１４年度からの継続校

【学校規模】 □３学級以下 ■４～６学級
□７～９学級 □１０～１２学級
□１３～１５学級 □１６学級以上

【指導体制】 ■少人数指導 ■Ｔ．Ｔによる指導
□その他

【研究教科】 □ 国語 □ 社会 ■ 数学 □ 理科
■ 外国語 □ 音楽 □ 美術 □ 技術・家庭
□ 保健体育 □ その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ■有 □無
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